
説明文

基本情報

高さ： 4.8cm 幅： 奥行： ー

指定日 S55.5.29 所在地 所有者 小山田神社
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背面
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調査結果

小山田薬師堂本尊懸仏
4.7cm

小山田

右側面

3:4

左側面

3:4

異状なし

懸仏は、銅などの円板（鏡板）に仏像を取り付けたもので、神社やお堂などに

祀られていた。この懸仏は鏡板部分が失われ、阿弥陀如来像だけが残されてい

る。製作された年代は、南北朝時代まで遡ると考えられている。
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